






















要約:食物摂取状況調査にはいろいろな方法があるが、簡便でしかも精度高くその内容を

把握する方法はない。現在精度が高いとされている留置法＋面接法による食物の実測値か

ら推測する方法は、栄養専門家が長時間をかけて実施する必要があり、集団の調査法とし

ては実用的ではない。本研究では、日常の食習慣を食品群毎に１食量を決め、該当する量

にマークをつけてもらい、それを数量化する方法を考察した。その方法の精度を高めるた

めに、実測値との相関で検討した定量法を試作した。


